
第２回

福島市地域クラブ活動推進協議会

令和７年１０月２７日（月）
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＜委員名簿＞

所属等氏名区分

国立大学法人福島大学小川 宏有識者

福島地区中学校長会会長（福島第四中学校長）渡部 正晴

学校教育関係者

福島地区小学校長会会長（飯坂小学校長）小川 尚子

福島支部中学校体育連盟会長（信夫中学校長）佐藤 力夫

福島第三中学校教諭草野 温子

清水中学校教諭本田 純也

福島市ソフトテニス協会 理事長菊田 悟

スポーツ団体関係者

福島市ソフトボール協会 理事長（～R7.9.26）
福島市卓球協会 理事長（R7.10.10～）

矢吹 淳
新 甚野 道雄

スポーツ少年団代表遠藤 亨恵

福島市地区スポーツ連盟 副会長小野 孝二

福島市文化団体連絡協議会 理事吉田美智子文化団体関係者

福島市小中学校PTA連合会 常任理事皆川 沙織
市立学校PTA代表者

福島市小中学校PTA連合会 副会長齋藤 智之
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〇第１回福島市地域クラブ活動推進協議会
・資料
・議事録

〇福島市の部活動地域展開の取組
・令和５年度の取組
・令和６年度の取組
・令和７年度の取組

市ホームページでの公開状況
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前回(R7.7.25)の協議会の振り返り

〇地域クラブに対する、市としての支援（クラブのバッ
クアップ）の具体的内容の検討

〇指導者が転勤等で不在になった場合の対策として「人
材バンク」を創設して代わりの指導者を紹介したりす
るシステムの構築の必要性

〇運営団体（統括団体）の在り方の検討

〇市としての指導者講習会や市独自のライセンス制度の
検討
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福島市×福島市教委

地域クラブ活動
運営統括サポートセンター

地域指導者
（教職員含）

ＷＥＢ登録
見守りｻﾎﾟｰﾀｰ
（教職員含）

各種競技・文化団体
市スポーツ協会

スクールサポート企業
関係各課

福島市スポーツ振興公社
福島市振興公社
市内学習センター

民間企業
等…

連 携

週末合同練習会等の
開催

体験型イベント企画

水 金

部活動(学校教育の一環)

クラブ
(社会教育)

民間クラブ

その他クラブ

趣味や学習・活動目的や内容、時間、日数等の検討
・生徒の自主的・自発的な参加による部
活動の推進

市認定

地域クラブ活動

〇クラブ活動支援補助金
〇市施設の減免
〇指導者・見守りｻﾎﾟｰﾀｰ紹介
〇ポータルサイトへの掲載
〇指導者向け研修の実施
〇サポート企業等の紹介

申
請

活
動
支
援（新規立上げ）

地域クラブ

★ガイドラインに準じた活動

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
運
営

市認定地域クラブ紹介

部活動指導員の拡充

地域全体での持続可能な多世代スポーツ・文化芸術活動環境の構築

ふくしま型地域クラブ活動

※教職員：兼職兼業

※土日について、学校部活動でなければ参加
できない大会の場合は、校長の許可のもと学
校部活動として大会参加

学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

休日の過ごし方を
自由に選択できる
ようにする

情報収集 STEP.1

STEP.2 休日に加え、平日放課後の過ごし方
も自由に選択できるようにする。

月 火 木 土 日

学校

連携

学校部活動では体験でき
ない活動を！

地域展開コーディネーター
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子どもの時間Ｒｅデザイン の考え方

平 日 休 日

学校部活動（陸上部） 陸上ｸﾗﾌﾞ

学校部活動（バレー部） 野球ｸﾗﾌﾞ

学校部活動（卓球部） 趣味･学習

学校部活動（無所属） 乗馬ｸﾗﾌﾞ

＜これまでは･･･＞
１つの部活動に所属し、通年
で平日・休日とも同じ種目・
活動を実施。

放課後や休日（土日）の時間を、
自分がやりたいことにチャレン
ジできる時間にする。

「地域クラブ」は単なる部活動の
受け皿としてではなく、子どもた
ちが地域で様々な活動ができるよ
うに、地域、学校、行政が一体と
なって整備する。 6



地域クラブ活動 統括団体等自治体名

新潟市教育委員会（学校支援課 地域クラブ活動推進室）
新潟県新潟市

前橋市まちづくり公社
「まえばしスポーツ・文化クラブ」群馬県前橋市

スポーツデータバンク株式会社
「まつチャレ」

長野県松本市

北九州市教育委員会
福岡県北九州市

一般社団法人 柏スポーツ文化推進協会
ＫＳＣＡ千葉県柏市

【参考資料】地域クラブ活動 統括団体について

※各自治体のホームページで確認 7



【出典】
令和６年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業（地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事
業）事例集 令和７年８月 スポーツ庁
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【出典】
令和６年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業（地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事
業）事例集 令和７年８月 スポーツ庁 9



地域クラブ活動の統括団体としてのNPO法人の設立の可能性

□ 法人格のため、税金の支払い、書類の提出が求められる。
〇メリット ：不動産の借用を団体名で借りたり、通帳の名義に団体名を使用できる。

融資を受けることも可能になり、寄附を受ける際の信用を得ることができる。
●デメリット：１年に１回以上の総会開催義務。１年に１度報告書を所轄庁に提出する義務、

税金の支払い義務等の義務の発生や会員の入会を事情がない限り拒否できな
い（誰でも会員として受け入れなければならない）。

□ 立ち上げ資金等は、寄附や設立のための補助金、助成金の獲得、会費等になる。
（会費は、会員の種類を設けて、通常の会員、企業など金額が高めの賛助会員、利用者など
の利用会員等がある）

□ 職員の雇用、給与について、団体として雇用契約書の作成をし、団体内の経理担当者に管理
される形になる。職務規定や給与規定の作成が必要となる。

□ 運営財源は、寄附、会費、助成金、事業収入など。
□ NPO法人化した場合、市役所庁舎や公共施設とは別に事務所等を設置するのが一般的である。

団体設立のための費用、設立後の職員雇用や運営等を考慮すると、現時点において
NPO法人の設立は有効ではない

市教育委員会が中心となり、市関係各課等と連携し、サポートセンターと

して地域クラブ活動を統括する。
※地域クラブの活動等が軌道に乗った時点では、業務委託等を検討する必要あり。 10



出典：スポーツ庁「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議（第５回R7.9.17）配付資料

国が示す地域クラブ活動認定制度

11



出典：スポーツ庁「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議（第５回R7.9.17）配付資料 12



国が示した要件、認証手続き等に基づき、福島市が学校部活動を継
承・発展させた生徒のスポーツ・文化芸術活動として認定した活動
を「福島市認定地域クラブ活動」とする。

〇活動を通して自己肯定感を高める。
〇スポーツや文化芸術の楽しさや喜び
を味わい、生涯にわたって豊かなス
ポーツライフ・文化芸術を継続する
資質や能力を育てる。

〇体力の向上や健康の増進につながる。
〇自主性、協調性、責任感、連帯感な
どを育成する。

〇互いに競い、励まし、協力する中で
友情を深める。

〇ニーズに応じた多種多様な体験活動
（複数の種目・活等動に取り組むマル
チスポーツ等）
〇学校の垣根を超えた仲間とのつなが
りの創出。

〇幅広い世代との豊かな交流。
〇引退のない継続的な活動。

教育的意義の継承 新たな価値の創造

市認定地域クラブ活動
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想定される地域クラブ

① 既存のスポーツ少年団等の地域クラブ

② 地域人材（教職員含む）が設立する地域クラブ

③ 既存の部活動保護者会等が設立する地域クラブ

④ スポーツ・文化芸術団体等
が設立する地域クラブ

Image created with Google Generative AI 14



【参考】令和７年度スポーツ少年団登録団体 中学生受入状況

福島市スポーツ少年団登録チーム（団体）実態調査アンケート
・回答期間 ：令和７年１０月１日（水）～１０月２２日（水）
・対象団体数：９７団体
・回答団体数：４１団体（回答率：４２％）

Ｑ 現在、中学生を受け入れていますか。

14

27

受け入れている 受け入れていない

【内訳】
〇ソフトボール（１）
〇ソフトテニス（２）
〇バスケットボール（１）
〇バレーボール（１）
〇軟式野球（１）
〇剣道（４）
〇陸上（１）
〇空手（１）
〇体操（１）
〇少林寺拳法（１）

15



【参考】令和７年度スポーツ少年団登録団体 中学生受入状況

福島市スポーツ少年団登録チーム（団体）実態調査アンケート
・回答期間 ：令和７年１０月１日（水）～１０月２２日（水）
・対象団体数：９７団体
・回答団体数：４１団体（回答率：４２％）

Ｑ (現在中学生を受け入れていない団体のみ回答）。
部活動の地域移行（地域展開）に伴い、今後、中学生を受け入れる
ことは可能ですか。

5

8
14

受け入れ可能である。

条件がそろえば受け入れ可能である。

受け入れは考えていない。

【内訳】
〇ソフトボール（３）
〇バスケットボール（５）
〇サッカー（１）
〇野球（１）
〇バレーボール（１）
〇ドッジボール（１）
〇ソフトテニス（１）
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【参考】部活動地域展開についての教員アンケートより

・回答期間 ：令和７年１０月１５日（水）～１０月２４日（金）
・対象 ：教員（主幹教諭、教諭、常勤講師）
・回答 ：２６９人

Ｑ 地域展開に伴い、条件が整えば、自分で地域クラブを立ち上げたい
と思いますか。

22, 

8%

205, 76%

42, 16%

すでに立ち上げている、または、立ち上げたいと思う

立ち上げたいとは思わない

分からない 17



【参考】部活動地域展開についての教員アンケートより

・回答期間 ：令和７年１０月１５日（水）～１０月２４日（金）
・対象 ：教員（主幹教諭、教諭、常勤講師）
・回答 ：２６９人

Ｑ 休日（土日、祝日）に部活動指導がなくなった場合、あなたはどの
ようなことに時間を使いたいですか。あてはまるものをすべて選択し
てください。

133

57

211

203

101

38

0 50 100 150 200 250

何もせずのんびりしたい

地域のイベントや行事に参加したい

家族や友人と過ごしたい

趣味の時間として使いたい

授業準備の時間を増やしたい

地域のクラブ活動で指導したい
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希望する教員が地域クラブに関わる場合の例

勤務地もしくは

その近くを拠点
とした地域クラブ

居住地もしくは

その近くを拠点
とした地域クラブ

勤務地にも居住地
にも関係しない地
域クラブ

兼 職 兼 業

19



地域クラブの認定手続き

地域
クラブ

申請

・申請書
・活動計画書
・規約
・誓約書
・その他

福島市×福島市教委

地域クラブ活動
運営統括サポートセンター

審査

・申請内容確認
・（必要に応じて）ヒアリングや現地確認

認定

・認定期間は３年間
・認定クラブとして
ホームページ等に掲載

地域展開コーディネーター
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福島市×福島市教委

地域クラブ活動
運営統括サポートセンター

市認定

地域クラブ

〇クラブ活動支援補助金
〇市施設の減免
〇指導者・見守りｻﾎﾟｰﾀｰ紹介
〇ポータルサイトへの掲載
〇指導者向け研修の実施
〇サポート企業等の紹介

活
動
支
援

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
運
営

地域展開コーディネーター

市認定地域クラブへの支援内容（案）

①福島市地域クラブ活動支援補助金制度（仮）

一定の基準を満たした地域クラブを対象に、
運営経費等の補助（３万円程度を検討）

令和８年度の予算要求

②指導者研修会の実施

市認定地域クラブの指導者及び人材バンク登
録者のうちの希望者を対象に指導者研修会を実
施

年１回の研修会
（オンライン、オンデマンド研修の検討）

検討事項

福島市ホームページもしく
は、外部サイトとして作成
を検討
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補助対象・補助額等自治体名

・指導者謝金（金額の1/2 上限は1人につき1日千円）
・指導者育成のための研修受講料（1/2を補助。上限は1

団体につき5千円）
※補助金上限は年間の活動日数により10万～50万

新潟県新潟市

・施設（会場）使用料
・指導者手当（１回2千円/人を限度）
・指導者資格取得更新費用
・用具代（団体で継続的に使用するもの）
・保険代
参加生徒数・年間延べ240人未満・・・3万円以内
参加生徒数・年間延べ240人以上・・・5万円以内

群馬県前橋市

・指導者等の謝礼 ・交通費等費用弁償経費
・保険経費 ・備品購入経費
・会場使用経費 ・参加者募集経費
・その他市長が認める経費
補助対象経費の10分の10以内の額とし、10万円を上限
ただし、２回目の申請は、5万円を限度

長野県松本市

【参考資料】地域クラブ活動への補助金交付例
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●市民
●市職員
●教職員
●市内の大学に在籍する学生
※登録は３年間とし、更新の
場合は、再登録をする。

地域指導者
（教職員含）

ＷＥＢ登録見守りｻﾎﾟｰﾀｰ
（教職員含）

学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

福島市×福島市教委

地域クラブ活動
運営統括サポートセンター

HPで公開

リスト化

・性別 ・年代
・指導できる種目・活動
・資格の有無
・指導経験年数
・経験年数
・指導可能地域
・指導可能時間帯
（平日・休日）

地域指導者
（教職員含）

見守りｻﾎﾟｰﾀｰ
（教職員含） 生徒が活動している時間中、それを見守ることが可能な方

種目・活動について専門的に指導が可能な方

地域クラブ

①指導者人材リスト確認

【指導者不足等の場合】③連絡先等の情
報提供

④指導者等とのマッチング

②指導者、見守りｻ
ﾎﾟｰﾀｰの紹介依頼

日本版DBS確認

人材バンク機能の整備

地域展開
コーディネーター

【人材バンクの目的】
○ 指導者を必要とする地域クラブに対し、指導者の情報を提供する。

23



指導者研修制度について

１ 研修内容（案）

○ 安全・健康面への配慮や体罰、行き過ぎた指導やハラスメン
ト等の行為根絶のための内容

研修内容について、スポー
ツ庁で今冬改訂予定の新た
なガイドラインで「指導者
に求められる資質・能力及
び研修メニュー例」が提示
される予定。

出典：スポーツ庁「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議（第６回R7.9.26）配付資料
24



指導者研修制度について

２ 研修方法（案）

（案１）民間業者によるパッケージ化されたオンライン研修
（案２）有識者を講師とした研修（オンライン）
※いずれの場合も、随時研修対象者が追加される見込みである
ことから、対象者の都合で研修できるオンライン（オンデマ
ンド）研修とする。

25



【参考】競技団体等への登録と指導者資格について

１ スポーツ少年団の現状
○ 指導者は、少なくとも２名以上をスポーツ少年団の理念を学
んだ者としなければならない。

・令和元(2019)年度にスポーツ少年団認定育成員・認定員の資格を保有していた者。

・(日本スポーツ協会の)スタートコーチ資格保有者
・令和元（2019）年度以前にシニア・リーダーとして資格認定され令和７(2025)年度ま
で引き続き登録を行っていた者。

・令和２(2020)年度以降にシニア・リーダーとして資格認定され引き続き登録を行って
いる者

２ 中学生が所属するクラブが競技団体に登録する際･･･
例）陸上競技

2027年度から「小学生もしくは中学生が登録する一般の加入団体において、指導者資
格および審判資格保持者が１名以上登録していること」

指導者等に対し、日本スポーツ協会公認指導者資格等の必要な
資格取得を促す必要有
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国は、「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン（令和４年１２月 スポーツ庁・文化庁）」
において、「地域の実情等に応じて可能な限り早期の実現を目指すこと」としている。
また、「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」最終とりまとめにおいては、「休日については、次期改革期間

内（※１に）、原則、全ての学校部活動において地域展開の実現を目指す」としている。

※１ 「改革実行期間」（前期：令和８～１０年度 ⇒ 中間評価 ⇒ 後期：令和１１～１３年度）

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

改革推進期間（3年目） 改革実行期間（前期）

推進計画策定 公表

運営統括サポート
センター設置準備

公認地域クラブ・地域指導者募集

準備が整った地域クラブから活動開始

２学期以降

地域クラブ活
動完全実施

ポータ
ルサイ
ト開始

競技団体・文化団体主催の合同練習会等の拡充（種目数・回数）

今後のスケジュール（案）修正版

第１土・日
部活動休養日
※大会参加を除く

第１土・日及び第３土・日
部活動休養日
※大会参加を除く

R8.2学期～ R9.2学期～

土・日いずれかは休養日 活動時間３時間

休日学校部活
動終了(学校部活

動でなければ参加で
きない大会の場合を
除く)

土日・祝日の学校部活動 R10.2学期～
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令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

改革推進期間（3年目） 改革実行期間（前期）

推進計画策定 公表

運営統括サポート
センター設置準備

公認地域クラブ・地域指導者募集

準備が整った地域クラブから活動開始

２学期以降

地域クラブ活
動完全実施

ポータ
ルサイ
ト開始

競技団体・文化団体主催の合同練習会等の拡充（種目数・回数）

第１土・日
部活動休養日
※大会参加を除く

第１土・日及び第３土・日
部活動休養日
※大会参加を除く

R8.2学期～ R9.2学期～

土・日いずれかは休養日 活動時間３時間

休日学校部活
動終了(学校部活

動でなければ参加で
きない大会の場合を
除く)

土日・祝日の学校部活動 R10.2学期～

既存の週末合同練習会や各種体験イベント等を可
能な範囲で第１土・日等に設定し、中学生の多様な
体験機会を創出していくことができるようにする。
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【参考】部活動地域展開についての生徒アンケートより

・回答期間 ：令和７年１０月１５日（水）～１０月２４日（金）
・対象 ：中学１・２年生（義務教育学校７・８年生）
・回答 ：２６５４人

Ｑ 今後、休日（土日、祝日）の部活動の回数が減り、休日にあなたが
自由に使うことができる時間が増えるとすれば、そのことをどう思い
ますか。

921, 35%

1063, 40%

541, 20%

129, 5%

とてもよいことだと思う よいことだと思う

あまりよいことではないと思う まったくよいことではないと思う 29



【参考】部活動地域展開についての生徒アンケートより

Ｑ 休日（土日、祝日）の部活動が地域展開された場合、あなたは休日
の時間をどのようなことに使いたいですか。あてはまるものをすべて
選択してください。

1177

319

1468

1643

812

515

553

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600 1800

何もせずのんびりしたい

地域のイベントや行事に参加したい

家族や友人と過ごしたい

趣味の時間として使いたい

学習の時間として使いたい

すでに参加している地域のクラブ活動やスポ少、

各教室等に継続参加したい

今後展開される、地域のクラブ活動に参加したい

・回答期間 ：令和７年１０月１５日（水）～１０月２４日（金）
・対象 ：中学１・２年生（義務教育学校７・８年生）
・回答 ：２６５４人
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【参考】部活動地域展開についての教員アンケートより

・回答期間 ：令和７年１０月１５日（水）～１０月２４日（金）
・対象 ：教員（主幹教諭、教諭、常勤講師）
・回答 ：２６９人

Ｑ 休日（土日、祝日）の部活動指導を行うことに対して、あなたの
意欲はどの程度ですか。

29, 11%

80, 30%

89, 33%

71, 26%

とても意欲がある やや意欲がある あまり意欲がない 全く意欲がない 31



【参考】部活動地域展開についての教員アンケートより

・回答期間 ：令和７年１０月１５日（水）～１０月２４日（金）
・対象 ：教員（主幹教諭、教諭、常勤講師）
・回答 ：２６９人

Ｑ 今後、休日（土日、祝日）の部活動の回数が減り、子どもたちが自
由に使うことができる時間が増えるとすれば、そのことをどう思いま
すか。

85, 32%

136, 50%

45, 17%

3, 1%

とてもよいことだと思う よいことだと思う

あまりよいことではないと思う まったくよいことではないと思う 32



【参考】部活動地域展開についての教員アンケートより

・回答期間 ：令和７年１０月１５日（水）～１０月２４日（金）
・対象 ：教員（主幹教諭、教諭、常勤講師）
・回答 ：２６９人

Ｑ 今後、休日（土日、祝日）の部活動の回数が減り、あなたが自由に
使うことができる時間が増えるとすれば、そのことをどう思いますか。

165, 61%
92, 34%

10, 4% 2, 1%

とてもよいことだと思う よいことだと思う

あまりよいことではないと思う まったくよいことではないと思う 33


